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町の人口10,394人（+47）男4,877人（+22）女5,517人（+25）世帯合計数3,686 (+47）平成7年10月31日現在（ ）は前年同月との比較です。 

いかがでした？ 

ことしの童謡きつ‘I 

いい歌・いい町・いい自然をキャッチフレーズ 

に童謡のまちづくりのー大イベント。いかがでし 

たでしょうか。 
10月22日のわが町赤池クリーンを皮切りに文化 

祭、陶器まつり、ふるさとフェアー、ふれあいコ 

ンサート、講演会、そして子供の歌コンクールと 

盛りだくさん。楽しめたでしょうか。 

点
 「

除
夜
の
鐘
」
。
お
お
み
そ
 

か
の
夜
半
、
正
子
（
ね
）
の
刻
 

（
十
二
時
）
に
諸
方
の
寺
々
で
、
 

百
八
臓
鶴
を
除
去
す
る
意
寓
 

し
て
一
〇
八
回
つ
く
鐘
。
と
 

広
辞
苑
に
記
さ
れ
て
い
る
▼
 

私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
、
 

除
夜
の
鐘
は
一
年
を
締
め
く
 

く
る
た
め
の
行
事
に
な
っ
て
 

お
ご
そ
 

い
る
。
厳
か
に
心
に
染
み
入
る
よ
う
に
 

鳴
ら
さ
れ
る
一
〇
八
の
鐘
の
音
。
一
〇
 

八
の
煩
悩
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
 

る
の
か
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
 

る
の
か
、
お
寺
の
住
職
の
話
が
雑
誌
に
 

掲
載
さ
れ
て
い
た
▼
「
一
〇
八
回
、
鐘
を
 

つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
三
つ
の
い
 

じ

中

っ

て

ん

 

わ
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
刀
十
纏
〉
と
い
っ
 

て
心
に
ま
と
わ
り
つ
く
一
〇
の
汚
れ
と
、
 

人
の
迷
い
の
世
界
に
結
び
つ
け
る
九
八
 

種
の
「
結
」
を
足
し
た
数
と
し
て
一
〇
八
 

煩
悩
が
定
着
し
た
と
い
う
由
来
が
通
説
 

の
よ
う
で
す
。
人
間
は
善
の
存
在
な
の
 

に
、
心
に
ま
と
わ
り
つ
い
た
十
の
汚
れ
 

を
取
り
除
け
な
か
っ
た
と
き
、
過
ち
を
 

犯
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
鐘
の
音
 

色
に
は
人
間
の
心
魂
に
染
み
わ
た
っ
て
 

い
く
響
き
が
あ
り
、
迷
い
や
煩
悩
の
象
 

徴
で
あ
る
夜
を
除
く
“
除
夜
）
の
儀
 

式
と
し
て
一
〇
八
回
鐘
を
つ
く
」
と
あ
 

る
。
ま
た
鐘
を
つ
く
行
為
は
五
三
八
 

年
の
仏
教
伝
来
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
帰
 

化
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
▼
鐘
の
 

音
で
十
の
汚
れ
と
九
八
の
煩
悩
を
消
 

し
、
新
た
な
気
持
で
正
月
を
迎
え
た
い
。
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●ーー特 別 会 計ー→ 

決 
算 

町には、一般会計と5つの特別会計があり 

ます。特別会計は特定の目的のために事業を 

行うことです。これらの会計はみなさんの払 

う保険税や使用料などで運営され、暮らしに 

役立っています。 

●住宅新築資金貸付事業 

収 入 

支 出 

護鶴覇9851万円 

5億8,541万円 

1億t556 万円 

の赤字です。 

．国民健康保険特別会計 

収 入 事§緯護2難落麟一曹 115万円の 

支 入 6億4159万円 黒字です。 

●老人保健事業 

収 入 9億7 

支 出 

灘緯驚to鯵薫舞 

9億7,096万円 

士0です。 

●上水道事業 

収 入 響緯難7鐘薫霧難舞 2,340万円の 
黒字です。 

支 出 1億9,395万円 累計は 

2億7,706万円の 

赤字です。 

●町立病院事業 

収 入 

支 出 7億9,597 万円 

8,500 万円の 

黒字です。 

累計は 
1,194万円の 

赤字です。 

人権を認めあいたかめあい 
み ら い 

明るい2 1世紀の町づくり 

人権尊重旬間 12月4日⑧～13日困 

期間中の主な行事 

人権パレード 
12月4 日( ) 

・午後1時00分 

町内4 コース 

人権を考えるタべ 

映画と講演 
映画「私たちと人権」 

講演「にんげんからの出発」 

講師・田ー中一弓l靖ん」 
（筑紫野市下見隣保館長） 

12月6日困 

午後7時00分 

19:00 映画 

19 】30 講演 

同和対策 

中央研修所 

特設人権相談所 
12月7日困 
午前11時～ 

午後3時30分 

赤池町 

福祉センター 

人権駅伝大会 12月10 日（日） 
午前9時集合 

集合場所 

町民グラウンド 

人権ポスター 
掲示期間 

12月1日～ 
12月13日 

町内10 ケ所と 

町民会館 

平成6年度会計 

▼
▼
収
 
入
 

一
般
会
計
の
財
源
は
、
町
税
や
使
用
 

料
、
負
担
金
な
ど
を
中
心
と
し
た
自
主
 

財
源
と
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
 

ど
、
国
や
県
に
頼
っ
た
依
存
財
源
に
分
 

け
ら
れ
ま
す
。
 

平
成
六
年
度
の
収
入
総
額
は
、
五
十
 

四
億
三
千
五
百
二
十
八
万
円
で
、
前
年
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自多麟 

、 

平
成
六
年
度
の
決
算
が
九
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
o

長
バ
」
ノ
 

く
不
況
の
あ
お
り
で
、
収
入
の
要
で
あ
る
地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
厳
 

山
い
状
況
の
中
で
す
が
、
財
政
再
建
計
画
に
基
づ
く
限
ら
れ
た
財
源
で
 

や
り
く
り
し
ま
し
た
。
 

町
が
行
う
事
業
は
、
税
金
や
、
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
ま
か
 

喰
わ
れ
て
い
ま
す
。
決
算
は
、
こ
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
 

／
与
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
 

×
 

度
に
比
べ
る
と
二
億
九
千
四
百
二
十
三
 

く
ず
し
た
も
の
で
す
o

ま
た
、
諸
w
刃
 

万
円
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
 

は
、
鉱
害
復
旧
の
た
め
の
お
金
や
学
校
 

理
由
と
し
て
、
繰
入
金
が
二
億
三
千
千
 

円
と
国
庫
支
出
金
の
六
千
二
百
万
円
が
 

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

収
入
の
内
訳
を
財
源
別
に
見
る
と
、
 

自
主
財
源
が
二
十
六
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
 

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
繰
入
金
は
借
入
 

金
を
早
期
に
返
す
た
め
の
基
金
を
取
り
 

その他（2・5 %) 1億3,168 万円、 

%

分担金及び負担金（2.8 %) 1億5,155 万円・一」
使用料及び手数料（1.8 %) 
財 産 収 入 （1.'l %) 7.710 万円ー7,710 万円ー

29億4,563 万円の赤字でした0 

議会費（1.0 %)8,084 万「1] 

総務費
(14.2 %) 

11億8,963 万円 

民生費 
(11.2 %) 

9億4,182 万円 

衛生費(2.9 %) 

2億3,825 万円 
給
食
費
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
町
独
自
 

で
使
え
る
自
主
財
源
に
な
っ
て
い
な
い
 

の
が
現
状
で
す
。
 

一
方
、
依
存
財
源
は
全
体
の
七
十
三
、
 

八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
o
 
中
 

で
も
地
方
交
付
税
は
全
体
の
四
十
三
、
 

」
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
o

従
っ
 

前年度繰上充用金 

(35.8 %) 

29億9,916 
万円 

労働世 
(9.2 %) 

7 億 
7,087 万Iり 

／公債費 
(10.1 %) 

8億1,102万円 

/ 

／  堂林水産費（3.1%)2億6.312 万円 
／ 間 上 費(0.1%) 556 万「LI 

土 木 費(2.7%) 2億2,603 万円 

消 防 費(1.3 %) 1億1,111 万円 

教  育 費(3.5 %) 2億9,402 万円 

災害復I日替(1.8%) 1億5,042 万円 

て
、
こ
の
地
方
交
付
税
が
減
額
に
な
る
 

と
、
町
の
財
政
も
大
変
厳
し
く
な
っ
て
 

き
ま
す
。
五
年
度
と
の
比
較
で
は
約
五
 

千
万
円
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
※
地
 

方
交
付
税
と
は
、
国
税
の
所
得
税
、
法
 

人
税
、
酒
税
の
そ
れ
ぞ
れ
一
定
割
合
の
 

額
（
約
三
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
国
が
 

地
方
自
治
体
に
交
付
す
る
税
の
こ
と
で
 

す
。
経
済
動
向
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
 

す。
 

支
出
の
総
額
は
、
八
十
三
億
八
千
九
 

十
一
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
約
 

二
億
四
千
万
円
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
o
 

支
出
の
中
で
一
番
大
き
い
の
は
、
前
 

年
度
（
五
年
度
）
の
赤
字
額
を
支
払
う
 

前
年
度
繰
上
充
用
金
で
、
二
十
九
億
九
 

  諸支出金（3.1 %)2億6,212 万円

借入金（起債）現在高の推移 

82.1 
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63.7 

59.2 

千
九
百
四
十
六
万
で
、
全
体
Q
三
十
五
、
 

八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
o
 

他
に
は
、
労
働
費
で
産
炭
地
域
開
発
 

事
業
と
特
定
地
域
開
発
事
業
の
単
位
改
 

正
な
ど
で
五
千
万
円
の
増
額
。
農
林
水
 

産
費
と
土
木
費
で
堆
肥
舎
、
道
路
、
中
 

央
公
園
な
ど
の
事
業
で
一
億
八
千
万
円
 

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

財
政
再
建
を
は
か
る
上
で
、
借
入
金
 

の
返
済
を
早
く
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
 

で
す
。
公
債
費
（
借
入
金
）
の
支
出
は
、
 

八
億
四
千
七
百
六
十
六
万
円
で
、
そ
の
 

う
ち
四
億
九
千
二
百
五
十
五
万
円
を
繰
 

上
げ
て
償
還
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
 

平
成
六
年
度
末
の
借
入
金
（
起
債
）
の
現
 

在
高
が
四
十
八
億
四
千
万
円
と
減
少
し
 

て
い
ま
す
。
順
調
に
再
建
が
進
ん
で
い
 

ま
す
が
、
更
な
る
協
力
を
願
い
ま
す
o
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難難 48.4 
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年度→ 

十
ニ
月
四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
人
権
尊
重
旬
間
で
す
。
こ
れ
は
、
 
一
九
 

四
八
年
、
国
際
連
合
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
た
十
ニ
月
十
日
 

と
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

赤
池
町
で
も
「
人
権
尊
重
旬
間
」
の
期
間
中
、
 
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
 

切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
く
た
め
、
行
事
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
 
「人 

権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

「
人
権
」
、
そ
れ
は
、
人
間
が
人
間
ら
 

し
く
生
き
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
 

現
在
で
も
、
部
落
差
別
、
女
性
差
別
、
 

学
歴
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
 

社
会
の
中
に
は
び
こ
り
、
多
く
の
人
の
 

人
権
を
侵
害
し
て
い
ま
す
。
 

「
世
界
人
権
盲
「
」
巳
 
の
内
容
は
、
す
べ
 

て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
自
由
で
尊
 

蹴
と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
o

人
 

間
は
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
種
、
皮
膚
の
色
、
 

性
、
言
語
、
社
会
的
出
身
、
財
産
、
門
 

地
ま
た
は
他
の
地
位
と
い
う
よ
う
な
、
 

い
か
な
る
種
類
の
差
別
も
受
け
る
こ
と
 

な
し
。
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
憲
 

法
も
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
明
ら
か
に
 

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
差
別
」
は
後
 

を
た
ち
ま
せ
ん
。
い
く
ら
立
派
な
宣
言
 

や
法
律
が
あ
っ
て
も
、
不
断
か
ら
の
努
 

力
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
参
加
し
て
み
 

ま
せ
ん
か
。
 



最
優
秀
賞
の
大
森
さ
ん
（
右
）
と
村
上
さ
ん
 

'95童謡まつりIn赤池 
8回目の童謡まつりIn 赤池、いかがでしたでしょう 

10月22日のわが町赤池クリーンでフレッシュな気分で 
じまった童謡まつり。楽しんでいただけたと思います。 
文化祭や陶器まつり、わがまちあかいけふるさとフ 

アー、ふれあいコンサート、山田久志さんの講演会。 
して子供の歌コンクールでは、町内より初めて大森さ 
が最優秀賞を受賞しました。 

写真でもうー度まつりを味わって下さい。 

’どもの歌 

ンクりL発表 

ど畿の歌 

ンクーIレ発轟 

▲ミュージカル調も素適です。 

ぐ
う
っ
と
り
と
聞
き
ま
し
た
 

ト
「
大
き
く
て
・
つ
れ
し
い
な
」
 

く

，

 

￥

r

鼻

為

婆

 

、図『一d
」加、胆1
一 

ト
な
つ
か
し
い
台
が
ら
も
登
場
 

畿
ノ
、
‘
餌
勤
組
灘
畿
‘
 

▲「逃げるのは、まかせて」 
▼Iラムネ飲みは コツがあるんです」 

ぐ
老
後
に
役
立
 

●
秋
の
陶
器
市
も
賑
わ
い
ま
し
た
 

響
」
ご
g
・1
一
陶
m
『 

i
～ぐ、HJ 

など、いg
( 

ぐ
「
王
さ
ん
に
逆
転
サ
ョ
ナ
ラ
を
 

つ
年
金
で
す
 

▼みんな、抽選に注目です。 

v7' 
▼「こい、バルタン星人」 ウルトラマンも大活やく。 ▼「お母さん、お米貰えるの？」 

▲今生中、害f乍で羊味ですハ 
b
'A
ょ一
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ま
ち
 

話
題
 

11 

月
 18 

日
と
 19 

日
に
住
民
福
祉
講
座
 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ム
を
皮
切
り
に
マ
ジ
ッ
 

ク
シ
ョ
ウ
や
林
家
こ
ぶ
平
さ
ん
、
逸
見
 

晴
恵
さ
ん
の
講
演
。
 
笑
い
と
涙
で
感
動
 

し
ま
し
た
。
 

~ f 

奮めでとう20'が 
「やあ一元気やった」 「久しぶりね」 ホッ トな 

会話がはずむ成人式。 新成人のみなさんを 

お待ちしています。 

い つ 1 月3 日（水）13時受付13時30分開会 

ところ 同和対策中央研修所 

く 対象者昭和50年4月2日～昭和51年4月とフノ7 

眼l局 

笑いの中に感動が 

「
 

県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校
×
 

．
科
目
の
定
員
 

国
国
図
馴
闘
慰
 

自
動
車
整
備
科
 

陶
磁
器
製
造
科
 

建
築
設
計
課
 

〇
A

シ
ス
テ
ム
科
 

10 

人 

20 

人 

10 

人 

添
田
分
校
（
添
田
町
添
田
）
 

穫 

鷺 

難 

織 

木
 
工
 
科
 

30 

人 

左
 
官
 
科
 

30 

人 

次
の
相
談
事
項
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
 

・
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て
 

・
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
 

・
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
援
護
に
つ
 

い
て
 

・
中
国
等
か
ら
の
引
揚
者
お
よ
び
未
引
 

揚
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
 

・
そ
の
他
援
護
業
務
全
般
 

．
い
 

つ
 

12 

月
8

日
圏
 10 

時
ー
 15 

時
 

．
ど
こ
で
 

田
川
総
合
庁
舎
4
階
（
田
 

川
市
伊
田
松
原
通
り
谷
 44 

1
8
1
1
1
 

※
こ
の
日
以
外
、
他
の
地
区
で
も
開
催
 

し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

／  ノノ’ 
ノ y 、／ 、 

帥め忘れば 

適」l 些4豊 
12月は納税強調 

月間です 

税務課 “． 

・固定資産税は12月28日が納期です。 

・住民税や軽自動車税の払い忘れはありませんか？ 

．
訓
練
期
間
 

1
年
（
4
月
5
3
月） 

●
募
集
締
切
 

o
平
成
8
年
3
月
卒
業
 

見
込
み
の
人
 
平
成
8
年
1
月
 26 

日
 

o
前
記
以
外
の
人
 
8
年
2
月
 16 

日
 

●
問
い
合
わ
せ
 

田
川
公
共
職
業
安
定
 

所
ま
た
は
同
校
容
 44 

1
1
6
7
6
番
 

r 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
 ×

 

●
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の
貸
付
 

対
 
象
 
保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
 

ま
た
は
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
 

生
活
に
困
っ
て
い
る
家
庭
の
0
才
か
 

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
。
 

貸
付
金
 

一
時
金
 

十
五
万
一
千
円
 

月
 
額
 

一
万
九
千
円
 

問
い
合
わ
せ
 

県
民
生
部
「
 

ル
課
援
護
 

係
谷
0
9
2
1
6
1
5
1
1
1
1
1
 

囲
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
振
興
協
会
 

イ
 

×
 

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
購
入
や
、
取
 

り
付
け
後
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
 

疑
問
に
お
答
え
す
る
 
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
 

テ
ム
相
談
セ
ン
タ
ー
」
 
が
開
設
さ
れ
ま
 

し
た
。
相
談
は
無
料
で
す
。
フ
リ
ー
ダ
 

イ
ヤ
ル
廿
0
1
2
0

(
3
8
9
) 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

1上
〔
尺
〕
［
ー
廿
 

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
相
談
セ
ン
タ
ー
 

・
福
岡
 

粕
屋
郡
粕
屋
町
仲
原
 

赤
池
駅
を
中
心
に
、
の
ら
猫
が
出
没
 

福祉健康課 

・国民健康保険税の第8期納期日です。 

今までに納めていない人も必ず納めてください。 

町営住宅使用料、住宅新築資金貸付金返済や水道 

使用料、汚水処理料など、納め忘れのないようお願 

いします。 

 ノ × 

入
学
支
度
金
 
四
万
三
千
円
喜
“
 

利
 
子
 
無
利
子
 

返
済
期
間
 
中
学
卒
業
後
二
十
年
以
内
一
「
 

（
高
校
、
大
学
進
学
の
場
名
卒
業
ま
で
 

一
一
 

返
還
を
猶
予
）
 

ソ 

●
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給
 

対
 
象
 
自
動
車
事
故
に
よ
り
、
頭
部
」
一
 

ま
た
は
、
脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、
常
一
？
 

時
介
護
を
必
要
と
す
る
人
。
 

」 

介
護
料
 
日
額
四
千
円
（
自
宅
で
家
族
呂
 

が
介
護
し
て
い
る
場
合
は
二
千
円
）
 

「
一
 

※
問
い
合
わ
せ
 

政
府
出
資
法
人
 
自一一一 

動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡
主
管
」
 

支
所
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
3

一一
一 

ー
 10 

~
 17 

）
公
0
9
2
1
4
5
1
局一一一 

7
7
5
1
番
ま
で
 

し
て
い
ま
す
。
駅
な
ど
で
、
ェ
サ
を
与
 

え
る
た
め
住
み
付
い
て
、
近
所
の
み
な
 

さ
ん
が
迷
惑
を
し
て
い
ま
す
。
絶
対
に
 

ェ
サ
を
与
え
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

飼
い
主
が
お
ら
れ
る
場
合
は
、
責
任
を
 

も
っ
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
 10 

月
 21 

日
ー
 11 

5
 21 

日
 

【
香
典
返
し
】
o

日
隅
米
子
（
伏
原
）
故
 

信
雄
o

安
達
幸
子
（
高
見
台
）
故
忠
弘
o
 

村
上
シ
ズ
カ
（
大
和
町
）
故
甲
o

原
田
 

種
徳
（
山
崎
）
故
恵
伊
o

水
永
ス
ミ
子
 

（
伏
原
）
故
幹
男
o

武
末
ァ
イ
子
（
中
里
）
 

故
憲
幸
o

熊
谷
ま
つ
え
（
下
小
路
）
故
琢
 

義
o

古
賀
政
治
（
下
西
町
）
故
ハ
ナ
子
o
 

小
田
原
武
志
（
大
谷
）
故
テ
ル
子
o

定
宗
 

義
毅
（
山
崎
）
故
美
義
以
上
十
件
で
三
十
 

お
 刈
岬
工
イ
ズ
、
身
近
な
問
題
で
す
 

婦
 

健
 

保
 

ゆ
 

冊
刈
 

し
て
「
 

れ
に
ー
 

い
る
《
 

に
感
」
 

を
失
、
 

病
に
・
 

現」 

百
 50 

ー 

増
し
一
 

日I
・ 

異
性
一
 

て
い
」
 

エー 

気
で
・
 

路
も
ー
 

は
精
」
 

4
つ」 

を
含
・
 

膜
の
』
 

か
ら
”
 

n」は 
行
動
・
 

ま
す
（
 

12 

[ 

こ
の
ー
 

て
み
、
 

ェ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
 

症
候
群
）
は
、
H
I
V

（
ヒ
ト
 

免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
）
に
感
染
 

引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
 
こ
 

感
染
す
る
と
人
間
の
本
来
も
っ
て
 

兄
疫
力
が
徐
々
に
低
下
し
、
非
常
 

染
力
の
弱
い
病
源
体
に
も
抵
抗
力
 

い
、
感
染
症
や
ガ
ン
な
ど
様
々
な
 

か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
 

仕
、
世
界
的
に
み
て
、
成
人
の
2
 

人
に
1
人
の
割
合
で
感
染
し
、
急
 

て
い
ま
す
。
 

本
で
も
、
 
20 

5
 30 

才
代
を
中
心
に
 

間
の
性
行
為
に
よ
る
感
染
が
増
え
 

ま
す
。
 

イ
ズ
は
生
命
に
関
わ
る
重
大
な
病
 

す
が
、
感
染
力
は
弱
く
、
感
染
経
 

こ
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
H
I
V
 

牧
、
腔
分
泌
液
、
血
液
、
母
乳
の
 

に
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
H
I
V
 

む
感
染
者
の
体
液
が
、
皮
膚
や
粘
 

傷
口
（
炎
症
、
虫
歯
、
潰
蕩
な
ど
）
 

体
内
に
充
分
な
量
が
入
る
と
感
染
 

す
。
で
す
か
ら
予
防
に
心
が
け
て
 

す
れ
ば
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
 

月
1

日
は
世
界
ェ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。
 

磯
会
に
、
ェ
イ
ず
に
つ
い
て
考
え
 

ま
せ
ん
か
？
正
し
い
知
識
を
得
る
 

マた働 
このコーナーは田川市・郡の情報コーナーです。 

田川市 

（田川市美術館） 

・「筑豊洋画作家展」 

12月5日～17日入場無料 

・「冬の館蔵品展」 

12月19日～28日有料 

金田 町 

。ふれあい朝市 

毎週土曜日 7時～13時 

。日王山初日の出登山 

1月1日5時 

ふれあいスポーツ公園 

方城町 

ふれあい朝市 役場前広場 

毎週土曜日10時～ 

糸田 町 

合唱フェスティバル 

12月10日13時30分～無料 

文化福祉総合会館 

香春町 

ふれあい朝市 役場前広場 

毎週日曜日 9時～ 

赤 村 

戸城森林公園初日の出 

1月1日 

添田 町 

。親子ふれあいフェスタ’95 

12月23日8時30分～ 

町民会館 

。旬の駅（朝市） 

毎週土曜日 10時～ 

旧伊原駅前広場 

川崎町 

えびす祭 

12月10日6時～10時 

商工会議所前 

11月例会成績 

優勝者 

A パート 焼山文明さん（高尾） 

B パー ト 斉藤 豊さん（本町） 

12月例会 

10 8 (8) 9 : 3'-17 : 30 

町民会館 和室 

木下会長より 

ノ 

12 
月
ー
日
は
世
界
ェ
イ
ズ
デ
ー
 

こ
と
、
予
防
を
心
が
け
て
行
動
す
る
こ
 

と
、
そ
し
て
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
方
 

に
私
た
ち
は
、
い
っ
た
い
何
が
で
き
る
 

の
か
を
 

。 

H
I
V
感
染
の
可
能
性
は
誰
に
で
も
 

あ
る
の
で
す
／
 

くェイズ相談＞ 

場所：田川保健所 

(谷44一0666) 

時間：毎週火曜日 

仇00-S-

11:00受付 

内容：血液検査 

相 

感染の経路」」」‘ V
 

H
 AlDS期 薫難驚鷲連 

●‘蕪撲群×・ 
感染初期 

約 10 年 4 '-8 週間 

体重が減る 

リンパ腫のは才 

発熱・下痢 

全く自覚症状がない 

他人に感染させる可 

能性がある 

検査を行うと 

反応が出る 

検査を行っても 

反応がない 鞍
）
撒
iiii

鷺「・ 

九
万
F

で
す
。
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
、
一
般
一
口
千
円
）
 

o
山
口
友
吉
H

一
ロ
o

職
員
一
同
 

【
寄
付
】
o

匿
名
の
人
廿
千
七
百
五
十
円
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

堀
川
美
智
子
廿
千
 

五
百
六
十
五
円
o

福
祉
バ
ス
内
「
ふ
れ
 

あ
い
基
金
箱
」
n
六
万
七
千
四
百
二
十
円
 

【
古
切
手
】
o

有
吉
慧
子
廿
千
四
百
五
十
 

枚
o

木
月
秀
美
廿
二
千
枚
 

12月福祉センターの行事 
休 館 日 4日、11日、ワ日、18日、23日、25日 

（年末年始休館12月28日より1月4日） 
心配ごと相談日 7日、19日（午前11時～午後3時30分） 
健康相談日 12日（午前10時30分～午後2時） 
仏教講演会 お休みです。 
演 芸 入館者の方へご自由に舞台を 

提供しています。 

・福祉バス運行（年度末年始運休12月29日～1月 
3日）12月23日より1月7日までの冬休みは日 

× 祭日の運ィiとなります。他は平常通り。 ノ 

．
 

●
 

．
 

●
 

・
 



(8) 

平成8年1月1日から戸籍手数料の改定が実 

施されます。 

●戸籍の謄抄本又は記録事項証明 

1通 400円を450円に 

●除籍の謄抄本又は記録事項証明 

1通 700円を750円に 

他にも戸籍に関するものが改定されます。詳し 

くは役場戸籍係まで 

ゴミ収集・し尿収集です 

●ゴミ収集 〈燃えるゴミ〉 

12月31日（日）から1月3日困までは、休みになり 

ます。したがって次のとおり変更になります。 

1月1日（月）の地区→12月30日田 

1月2 日（刃の地区→12月30日出 

1月3日困の地区→1月4日困 

※燃えないゴミ 平常通りです。 

’し尿収集 

各業者、次のとおり休みになります。 

・吉田環境整備 12月30日出 

谷 22-0221 ~1 月7日団 

12月23日田は収集します。 

・能登環境開発工業 12月31日（日） 

容2 8-3 3 7 7 ~1 月3日困 

※ 12月23日出は収集します。 

・森筑豊衛生環境 12月30日出 

容2 2-10 54 ~1 月5日岡 

※12月23日田は収集します。 

※電話は12月25日（月）までにお願いします。 

年末年始の 

救急診療です

★救急センターの年末・年始の診療は、救急 

場合のみご利用ください。 

熱
勢
w
 

蕪・麟「「灘I「議：" 12月31日（日）~1月3日困 
」難」藤一 

受付時間 
9 : 00'-ll : 30 

13 : 00'-16 : 30 

診療科目 内科・小児科・外科 

欝
 

受付時間 18 : 00'-22 : 30 
にに・L零’"::: 

診療科目 内科、小児科 

・保険証は忘れずに持ってきてください。 

田川地区休日救急センター容45-7199 

田川市新町容4 5一7199 

赤池町立病院の 

年末・年始の休診にっいて

12月29日岡から、1月3日困まで休診です。ただt 

急患の人にっいては遠慮なくご利用ください。 

年 賀 状 は 

早めにお出しください 

年賀状は12月15日から受け付けます。差し出 

が遅れると正月に届かないことがありますのて 

12月24日ごろまでにお出し下さい。 

赤池郵便局より 

U 

ノ、 

し 

、 

U 

目・ 
検 

診 
. 

圏
風
し
ん
（
生
後
 12
 

カ
月
、
 36
 

カ月） 

o 12
 

月
5
日
因
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14
 

時
 30 

分
 

圏
乳
児
相
談
（
生
後
4

・7

・ 10
 

カ
月
）
 

o 12
 

月
 18 

日
囲
 

町
民
会
館
 

10 

時
5
 11
 

時
 

圏
三
種
混
合
（
生
後
3
カ
月
5
 12
 

カ
月
）
 

ol
月
 10 

日
困
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14
 

時
 30 

分
 

精

神

障

害

者

 

保
健
福
祉
手
帳
制
度
が
ス
タ
ー
ト
 

r 

福
岡
県
田
川
保
健
所
 

精
神
障
害
者
に
つ
い
て
も
、
他
の
障
 

害
者
と
同
様
に
 
「
障
害
者
手
帳
」
 
が、 

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

手
帳
の
交
付
を
受
け
ま
す
と
、
税
制
 

上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
 

通
院
医
療
費
の
公
費
負
担
の
申
請
に
当
 

た
っ
て
、
医
師
の
診
断
書
の
提
出
が
不
 

要
と
な
り
ま
す
。
 

申
請
に
は
、
申
請
書
の
ほ
か
、
医
師
 

の
診
断
書
ま
た
は
障
害
年
金
の
年
金
証
 

書
の
写
し
等
が
必
要
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
 

田
川
保
健
所
冒
 44 

1
0
 

6
6
6
番
ま
で
（
田
川
市
伊
田
松
原
）
 

土
づ
罵
い
河
に
役
立
つ
「
 

牛
ふ
ん
堆
肥
を
販
売
し
ま
す
 

r 

役
場
産
業
振
興
課
 

、 

堆
肥
舎
で
試
作
中
の
牛
ふ
ん
堆
肥
に
 

つ
い
て
、
製
造
、
販
売
の
許
可
が
で
き
 

ま
し
た
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
直
 

接
堆
肥
舎
谷
 28 

1
4
6
6
6
番
ま
た
は
、
 

役
場
産
業
振
興
課
冒
 28 

1
2
0
0
4
番
 

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
価
格
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

・
2

ト
ン
 

7
千
円
 

・1
袋
（
 30 

l
) 

4
百
円
 

・
散
布
代
（
2

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
）
 

・
椎
茸
（
丸
く
さ
び
）
1
0
0
0
個
入
 

6
千
円
 

（
例
）
2

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
ー
台
分
＋
散
 

布
代
で
1
万
3
千
円
で
す
。
 

苗
木
、
シ
イ
タ
ケ
菌
な
ど
の
 

申
し
込
み
受
け
付
け
ま
す
 

「
 

役
場
産
業
振
興
課
、
 

o
苗
木
（
 25 

本
単
位
）
 

・
ま
 

つ
 

・
ひ
の
き
 

・
す
 

ぎ
 

・
く
ぬ
ぎ
 

，
菌
類
 

1
、
7
0
0
円
 

2
、
1
0
0
円
 

1
、
9
0
0
円
 

2
、
2
0
0
円
 

2
、
9
0
0
円
 

・
ひ
ら
た
け
（
オ
ガ
菌
）
9
0
0

α 

1
、
0
0
0
円
 

代
金
は
消
費
税
を
含
ん
で
い
ま
す
。
 

，
申
し
込
み
期
限
 
12 

月
 22 

日
団
 

．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 
各
農
事
 

実
行
組
合
長
ま
た
は
産
業
振
興
課
容
 

28 

1
2
0
0
4
番
（
内
線
2
6
2
番） 

保
育
所
の
燕
所
申
し
込
み
 

受
け
付
け
ま
す
 

役
場
福
祉
健
康
課
福
祉
係
 

e
受
付
期
間
 
1
月
 22 

日
、
 26 

日
ま
で
 

．
受
付
場
所
 
福
祉
健
康
課
福
祉
係
 

谷
 28 

1
2
0
0
4

（
内
線
2
4
5
) 

．
申
し
込
み
用
紙
 

12 

月
 11 

日
よ
り
各
 

保
育
所
お
よ
び
役
場
福
祉
健
康
課
に
 

用
意
し
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
。
 

B 

も
う
師
走
で
す
。
月
末
ま
で
 

記
 

も
う
少
し
時
間
は
あ
り
ま
す
が
、
 

難
 

み
な
さ
ん
の
一
年
間
は
い
か
が
 

編
 

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
 

I
ー

 

今
年
の
で
き
事
の
ト
ッ
プ
は
、
 

，

 

世
界
中
を
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
に
 

d
，
 

落
し
入
れ
た
「
阪
神
大
震
災
」
 

だ
と
思
い
ま
す
。
正
月
気
分
も
残
る
一
月
 

十
七
日
。
テ
レ
ビ
画
面
で
、
が
れ
き
の
山
 

と
化
し
た
神
戸
の
街
と
、
被
災
さ
れ
た
人
 

の
痛
ま
し
い
光
景
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
 

ま
せ
ん
。
こ
の
震
災
の
教
訓
を
ど
う
生
か
 

す
か
。
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
受
け
止
 

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

私
ご
と
で
す
が
、
今
年
の
正
月
の
決
意
 

は
、
健
康
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
し
た
。
 

肥
大
化
し
た
体
を
ス
リ
ム
に
し
よ
う
と
頑
 

張
っ
た
結
果
5
如
ぜ
い
肉
を
落
と
す
こ
と
 

が
で
き
ま
し
た
。
 

一

 

応

の

成

果

で

し

た

。

 

」
 


